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研究成果の概要（和文）：　本研究では、かつてシルクロード西域北道の最大規模のオアシス国家であったクチ
ャ（亀茲）の仏教石窟寺院及びその壁画において観察される6世紀中葉頃の大きな変容を、考古学・仏教文献
学・保存科学などの諸分野の研究者との共同で分析した。その結果、石窟寺院の変容は亀茲国の説一切有部教団
の分派の活動と連動していることを解き明かした。本研究の成果は2022年にG. Vignato氏らとの英文共著として
刊行したほか、2024年には中国語版も出版した。本書に対し、国内外で仏教学や建築史の研究者からの書評も発
表されており、西域仏教文化研究の各分野に一定のインパクトを与える新たな研究成果を出すことが出来たと言
える。

研究成果の概要（英文）：This research project focused on the analysis on the certain cultural shift,
 which occurred in the Buddhist rock-cut monasteries and its decoration of the Kucha Kingdom in 
around the mid-6th century. The interdisciplinary approach in collaboration with the archaeologist, 
philologist, and conservation scientist led to the conclusion that this shift is linked to the 
activities of the two subgroups of the Sarvastivada monastic communities which existed in Kucha. The
 result of this research was published as an English monograph in 2022; the publication of its 
Chinese version in 2024 enabled it to reach to the wider audience. The monograph has received a lot 
of feedbacks from international scholars from various fields of the Silk Road Buddhist cultural 
studies, including two book reviews written from the perspectives of Buddhology and Architectural 
History. Based on these facts, this project can be regarded as succeeding in making a certain 
contribution and an impact on this research field.

研究分野：仏教美術史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は中国新疆のクチャの仏教石窟寺院を対象とする。近年、美術史、考古学、文献学の各分野において、
六世紀頃のクチャの仏教文化において大きな変化が発生していたことが観察されていたが、その全体像は不明で
あった。本研究ではクチャの考古・美術・文献資料を学際的共同研究によって分析し、6世紀前後のクチャの説
一切有部僧団の変容を解明した。また、国際ワークショップの主催や英語・中国語の共著の出版により、国内外
の分野の垣根を越えた研究者間のネットワーク構築に貢献したほか、研究期間中に国内外の学会、公開講演会等
で20回以上発表し、本研究の成果を学界及び社会に広く発信するためのアウトリーチも積極的に行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

 中国新疆ウイグル自治区クチャ地方の仏教石窟寺院址に残された壁画は、亀茲国における仏
教文化の発展や西域北道の歴史的状況を反映した貴重な視覚史料である。研究代表者は 2016～
2018 年度にかけて取り組んだ研究課題「西域北道の仏教石窟寺院に見られるインド・イラン様
式壁画の超域的コンテクストの研究」（特別研究員奨励費、16J02828）において、クチャの壁画
の絵画様式が六世紀中葉頃に第一インド・イラン様式から第二インド・イラン様式へと変化した
こと、そしてこの絵画様式の変遷が、単なる様式の発展に留まらず、当時のシルクロード交通網
の歴史的状況の変化と連動しているという研究成果を得ていた。六世紀中葉頃にクチャの仏教
文化において発生した何らかの大きな変容は、考古学及び文献学分野でも観察されていたが、本
現象を領域横断的な視点で扱った研究はこれまで行われていなかった。 

 そのため、クチャの石窟寺院とその荘厳、そして出土文献に対し、石窟考古学、仏教文献学、
さらには保存科学の研究者との学際的共同研究を行うことにより、研究代表者によるクチャの
壁画の図像学的研究の成果を、六世紀のクチャの仏教文化の全体像の中で位置付けて捉え直す
というのが、本研究開始時の構想である。 

 

２．研究の目的 

(1) 考古学分野で観察されていたクチャの石窟寺院の空間構造の根本的な変化、美術史分野で
観察されていた壁画図像の様式及び説話図像の典拠テキストの変化、保存科学分野で観察され
ていた壁画に使用された顔料の変化、そして文献学分野で観察されていた、クチャ現地で書写さ
れた梵語写本の増加及び仏典のクチャ語（トカラ語 B）への翻訳の活発化といった現象は、全て
6世紀前後に発生したと考えられている。本研究は石窟考古学者のG. Vignato教授（北京大学）、
仏教文献学者の P. Kieffer-Pülz博士（マインツ文学学術院）、保存科学者の谷口陽子教授（筑波
大学）との学際的共同研究を通して、六世紀頃にクチャで発生していた仏教文化の変容の本質を、
分野の垣根を越えた視点によりクチャ仏教の全体像を復元的に再構築しながら解き明かすこと
を第一の目的とする。 

 

(2) 研究期間中、本研究課題の成果の中間発表を行うために複数回の国際ワークショップを主
催し、西域研究の様々な分野と国の垣根を越えた学術交流の場を創ることにより、これまで分野
の垣根を越えた交流が十分に行われてきたとは言い難い西域研究の国際的・学際的なネットワ
ークの基盤を形成することを第二の目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究の基礎を為すのは、一次資料となるクチャの石窟寺院それ自体が持つ空間構造、荘
厳レイアウト、図像内容等に関する膨大なデータの整理である。特に六世紀中葉以降のクチャに
おいて主流となる中心柱窟を中心とする石窟グループに対しては、先行研究も比較的多いのに
対し、それ以前の方形祠堂窟を中心とする石窟グループに対しては、保存状態の悪さや、石窟の
多くが後年の改修を経ていること、壁画資料の大半は各国に散在していること等の原因が重な
り、これまで殆どその全貌が知られていなかった。そのため、研究期間の前半は、Vignato 教授
との共同研究により、これらの方形祠堂窟を中心とする石窟グループ（本研究では「伝統 A」と
呼ぶ）を、遺跡の現状と各国探検隊による二〇世紀初頭の探検記録を手掛かりに、類型学の方法
論を通して分析し、当時の各石窟遺跡の全体像を復元することに注力した。この作業の成果とし
て、「伝統 A」石窟群の伽藍配置や尊像配置、僧房窟の空間構成、荘厳レイアウト、説話主題と
典拠テキストなどに関するデータの総目録を作成したほか、同じ「伝統Ａ」方形祠堂群の中でも、
異なる用途のために使用されていたものと思われる、いくつかの異なるタイプの石窟が存在し
たことを突き止めた。なお、本成果は研究成果②・④の第 I, II 章に該当する。 

 

(2) (1)の成果を基に、「伝統 A」石窟群に見られる尊像・壁画の説話題材の図像表現とその典拠
経典の詳細な分析を行った。 

 

(3) (1)(2)の研究成果を基に、「伝統 A」石窟群と「伝統 B」石窟群のそれぞれの特徴を、Vignato

教授と共に総合的に検討し、それぞれの石窟群の総合的な伽藍配置や、尊像配置、石窟内の照度
や動線に反映された石窟の儀礼的用途の変化、僧侶の居住スペースの構造的変化などについて
復元的に考察した。 

 

(4) 共同研究者の P. Kieffer-Pülz博士によるクチャ出土の律文献写本の出土状況とその内容分
析の成果を、(1)(2)(3)の研究成果に基づき、考古・美術資料の状況と関連付けて総合的に検討し
た。 

 

(5) 共同研究者の谷口陽子教授による、クチャの「伝統 A」・「伝統Ｂ」石窟群のそれぞれに固有
の顔料・絵画材料の使用状況に関する研究の成果を、(1)(2)(3)の研究成果に基づき、考古・美術



資料の状況と関連付けて総合的に検討した。 

 

(6) (1)～(5)の国際的・学際的共同研究を恙無く遂行するために、主な共同研究者である Vignato

教授を日本へ二度招聘し、複数回の講演会・ワークショップを開催したほか、研究代表者自身も
複数回、北京大学考古文博学院での短期の研究滞在を行い、緊密な研究連携を実現した。また、
2020 年 2 月には共同研究者全員を龍谷大学へ招聘し、国内の関連分野の研究者も広く招待した
国際ワークショップを主催し、本共同研究の中間成果報告を行うと共に、様々な分野の研究者か
らのフィードバックを頂く機会を設けた。2021 年度以降は新型コロナウイルス流行により、対
面でのワークショップ等の開催は困難となったが、Zoom や微信等のオンライン・ツールを駆使
することにより、共同研究者たちとの密接な連携を取り続けた。 

 

４．研究成果 
 上述のアプローチを通して、本研究は多くの新知見を得ることが出来た。すなわち、クチャの
説一切有部系の石窟寺院は四分期に分類することが出来るが、中でも主流であった二分期（本研
究では、説一切有部の分派とその名称の問題の複雑性に鑑みて仮に「伝統Ａ」・「伝統Ｂ」と呼ぶ）
は、それぞれクチャ地域の中でも早期に発展した説一切有部僧団の文化と、後期の説一切有部僧
団の文化を反映したものであると見做すことが出来る。これらの集団は、それぞれ異なる系統の
戒律に基づいた僧団生活を送り、また異なる説話伝承を保持していたことが、石窟群の空間構造
及び荘厳内容に反映されている。具体的には、「伝統 A」石窟群の説話図像はアシュヴァゴーシ
ャの『ブッダチャリタ』、アールヤシューラの『ジャータカマーラー』、クマーララータの『大荘
厳論経（Kalpanāmaṇḍitikā）』といったクシャーン朝期の梵語説話文学、ないしは『十誦律』をは
じめ、五世紀までに漢訳された諸々の仏典と深く関連しているほか、これらの漢訳仏典のうち三
点には、クチャ出身の鳩摩羅什が漢訳に関わっている。「伝統 A」石窟群の壁画の中で『根本説
一切有部律』所収のバージョンと対応する図像は数例しか見出されないのに対し、「伝統 B」石
窟群の説話図壁画は、これまで比定されている壁画図像の大部分が『根本説一切有部律』所収の
説話と符合する。これらの観察結果は、クチャの「伝統 A」から「伝統 B」石窟群への移り変わ
りが、説一切有部系の説話伝承のクロノロジーと対応していると同時に、クチャ出土の律文献の
出土状況とも連動していることを示している。それはすなわち、クチャという同一地域において、
全く異なる伝統を保持する説一切有部の分派が少なくとも二つ存在していたこと、そして「伝統
B」の分派の隆盛と共に、「伝統 A」の分派が衰退したという状況を明示しているのである。さら
に、このクチャ内部の説一切有部僧団における文化的変容が、石窟壁画に用いられた絵画材料の
変化をも伴うことは、「伝統 A」から「伝統 B」へのシフトが、シルクロード交易網の歴史的状
況の変化とも関連する可能性を示している。 

 これらの研究成果は、中央アジアの同一地域における説一切有部僧団の中にも多様性が存在
したことを示すと同時に、有部教団の発展の様相を考古学的遺構に基づいて歴史的に復元し得
るという、新たな研究アプローチを提起するものでもある。また、本研究で提示した石窟寺院址
の相対年代は、各分期の壁画に特有の図像モチーフや絵画材料を、西域北道の歴史的状況と関連
付けて、更に応用的な研究を行うための基盤にもなる。本研究は、説一切有部系の仏教文化や、
西域仏教美術史分野の更なる研究に寄与する有意義な成果を挙げることが出来たと言えよう。  
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